
２月９日　中里小学校の様子

　
予
算
、
決
算
な
ど
県
財
政
全
般
に
つ
い
て
、
審
査
・
調

査
し
て
い
ま
す
。

﹇
委
員
会
お
よ
び
各
分
科
会
開
催
回
数
69
回
﹈

【
審
査
・
調
査
の
概
要
】

　
議
長
を
除
く
議
員
全
員
が
所
属
し
、
部
局
別
に
６
つ
の

分
科
会
を
設
け
、
年
間
を
通
じ
て
予
算
議
案
、
決
算
議
案

な
ど
の
詳
細
審
査
・
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
財
政
の
現
状
や
前
年
度
の
県
政
運
営
を
調
査
し
、
目

指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
知
事
へ
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
が
始
ま

る
以
前
の
段
階
か
ら
調
査
を
行
い
、
議
会
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、南
部
地
域
活
性
化
基
金
見
直
し
の
調
査
の
ほ
か
、

京
都
府
・
石
川
県
議
会
を
訪
問
し
、
予
算
決
算
審
査
の
活

性
化
や
執
行
機
関
へ
の
政
策
提
言
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
常
任
委
員
会
化
し
て
初
め
て
有
識
者
に

参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
、
地
方
財

政
の
課
題
等
の
意
見
を
聞
き
審
議
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。

【
審
査
し
た
議
案
】

○
平
成
26
年
度
三
重
県
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算　
ほ
か

主な取り組みの紹介

次回の発行は、平成２8年（２０１6年）５月１日（日）です。みえ県議会だよりは、年7回（4、5、7、8、10、12、2月）第1日曜日に発行します。

お 知 ら せ
「みえ高校生県議会」の参加校を募集しています！
■開 催 日　平成28年８月19日（金）
■場　　所　三重県議会議事堂　議場
■内　　容　高校生が質問し、県議会議員が答えます。
■募集期間　平成28年３月7日（月）～４月28日（木）（必着）
■募集対象及び学校数
               県内の高等学校、特別支援学校高等部及び
               高等専門学校に通う生徒で１校あたり２～４人。
               合計10校まで。（各学校１グループ）
■応募方法　学校単位でご応募ください。
               詳しくは、三重県議会のホームページをご覧ください。

　
県
議
会
で
は
、
県
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

将
来
の
住
民
自
治
を
担
う
意
識
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、県
議
会
議
員
が
小
中
学
校
や
高
校
な
ど
に
出
向
き
、県
議

会
の
役
割
や
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
い
な
べ
市
立
中
里
小
学
校
や
県
立
聾
学
校

な
ど
、
８
校
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
議
員
の
説
明
の
後
、
児

童
や
生
徒
か
ら
は
、「
な
ぜ
議
員
に
な
っ
た
の
か
」「
議
員
定
数
は

ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
」「
選
挙

で
投
票
で
き
る
年
齢
が
18
歳
か
ら
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」
な
ど
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
議
員
は
自
身
の
経
験

等
を
踏
ま
え
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。

　
み
え
県
議
会
出
前
講
座
は
、
学
校

か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

﹇
委
員
会
開
催
回
数
13
回
﹈

【
審
査
・
調
査
の
概
要
】

　
人
口
流
出
が
続
い
て
い
る
地
方
特
有
の
課
題
で
あ
る

社
会
減
対
策
を
中
心
に「
持
続
可
能
な
し
ご
と
の
創
出
」

「
地
域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
」「
移

住
の
促
進
」
の
３
点
を
重
点
調
査
項
目
と
し
て
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
県
当
局
か
ら
の
聴
き
取
り
調
査
に
加
え
、
参
考
人
招

致
や
県
内
外
調
査
を
実
施
し
、
有
識
者
や
Ⅰ
タ
ー
ン
起

業
者
、
地
域
人
材
育
成
事
業
に
参
画
す
る
高
校
生
、
移

住
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
取
り
組
み
状
況
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を

と
り
ま
と
め
、
今
後
の
施
策
へ
の
反
映
を
検
討
す
る
よ

う
、
知
事
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
知
事
に
対
す
る
申
し
入
れ
以
降
も
、

委
員
間
討
議
等
を
重
ね
、
最
終
の
委

員
長
報
告
に
お
い
て
、
県
当
局
に
対

し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

起
業
を
促
す
た
め
の
支
援
モ
デ
ル
構

築
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

ええとこやんか三重 移住相談センターでの調査

先行事例調査（鳥取県）

県政運営等に関する申し入れ

子
ど
も
た
ち
へ
議
会
の
し
く
み
を
説
明

　

〜
み
え
県
議
会
出
前
講
座
〜

予
算
決
算
常
任
委
員
会

人
口
減
少
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
県
議
会
で
は
、
多
様
な
県
民
の
意
見
を
県
議
会
で
の
議
論
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、「
み
え
現
場
de
県
議
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
２
回
目
は
、
２
月
５
日
に
松
阪
市
嬉
野
ふ
る

さ
と
会
館
で
「
鳥
獣
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
鳥
獣
害
対
策
等
に
関
わ
る
方
６
人
と
一
般
公
募
の

方
４
人
か
ら
、
県
議
会
議
員
14
人
が

直
接
ご
意
見
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
森
林
や
農
地
な

ど
の
被
害
の
深
刻
さ
や
、
鳥
獣
害
対

策
の
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
と
と
も
に
、「
み
え
森
と
緑
の

県
民
税
の
獣
害
対
策
へ
の
活
用
」「
シ

カ
を
追
い
回
す
犬
の
養
成
」「
皆
伐

後
の
植
林
支
援
」「
ジ
ビ
エ
料
理
の

学
校
給
食
へ
の
提
供
」「
県
内
各
地

へ
の
解
体
処
理
施
設
の
設
置
」
な
ど

の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鳥
獣
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
交
換　

〜
み
え
現
場
de
県
議
会
〜

　
昨
年
10
月
か
ら
全
て
の
会
派
の
議
員

13
人
で
構
成
す
る
検
討
会
を
設
け
、
手

話
の
普
及
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関

し
、
条
例
の
制
定
に
向
け
た
調
査
及
び

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
聴
覚
障
が
い
を
持
つ
当

事
者
や
団
体
の
方
、
聴
覚
障
が
い
児
の

保
護
者
、
手
話
通
訳
者
の
団
体
の
方
、

手
話
言
語
を
研
究
す
る
大
学
教
授
か
ら

意
見
を
聴
く
な
ど
様
々
な
方
面
か
ら
調

査
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
地
調
査
と
し

て
、
先
行
し
て
条
例
を
制
定
し
て
い
る

群
馬
県
と
神
奈
川
県
、
鳥
取
県
で
手
話

施
策
の
実
施
状
況
等
や
、
聾
学
校
で
手

話
を
活
用
し
た
教

育
の
視
察
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
条
例

案
提
出
に
向
け

て
、
議
員
間
討
議

を
中
心
に
慎
重
・

丁
寧
に
議
論
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

三
重
県
手
話
言
語
に

関
す
る
条
例
検
討
会

　
１
月
27
日
に
、
正
副
議
長
と
各
行
政

部
門
別
常
任
委
員
会
が
、「
み
え
県
民
力

ビ
ジ
ョ
ン
・
第
二
次
行
動
計
画
」（
仮

称
）最
終
案
及
び「
第
二
次
三
重
県
行
財

政
改
革
取
組
」（
仮
称
）
中
間
案
に
つ
い

て
知
事
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
、

目
標
の
設
定
方
法

や
実
感
の
伴
う

「
新
し
い
豊
か
さ
」

の
検
討
、
機
動
的

な
財
政
運
営
の
確

保
等
に
つ
い
て
の

提
言
を
行
い
ま
し

た
。

「
み
え
県
民
力
ビ
ジ
ョ
ン・

第
二
次
行
動
計
画
」（
仮
称
）

最
終
案
等
知
事
へ
の
申
し
入
れ

　
県
議
会
で
は
議
員
の
資
質
向
上
を
図

る
た
め
、
外
部
有
識
者
を
招
い
た
議
員

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
回
目
と
な
る
１
月
18
日
は
、
三

重
大
学
の
駒
田
美
弘
学
長
を
講
師
に
お

招
き
し
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、「
地
方
創
生
と
三
重

大
学
の
役
割
」
と
題

し
て
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
と
し
て
、

三
重
大
学
の
機
能
強

化
構
想
の
戦
略
や
地

（
知
）の
拠
点
大
学
に

よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 平

成
27
年
度
第
３
回

三
重
県
議
会
議
員
勉
強
会

三重県議会詳細は  h t t p : / / w w w . p r e f . m i e . l g . j p / K E N G I K A I / をご 覧ください 。
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